
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上。

・全職員が「授業づくりのステップ１・２・３」を
参考に指導方法の改善・授業力の向上を図
る。
・学力向上対策評価シートのマイプランの成
果指標達成を目指す。

B

・「授業づくりのステップ1・2・3」を参考にしたり、校内研
究を生かした指導法を日常的に取り入れたりし、学習
指導の改善に努めている。
・学力向上対策評価シートのマイプランを定期的に振り
返ることで、一人一人の指導方法の見直しに務めた。

A

・マイプランの成果指標を達成できたと自己申告
する教師は82％だった。
・校内研究に根差した授業改善の方法を取り入れ
ることがほとんどの職員に定着し、「授業づくりの
ステップ１・２・３」も参考にしながら指導力向上の
意識が高まった。

A

・学習状況調査の正答率が到達基準に達している
のは分かりやすい授業を実践している成果だと考
える。
・理解できない生徒を極力少なくするための授業
の実践を願う。

学びづくり部会

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○校内アンケートの「みんなで学び合う
ことで、よく分かった、自分の考えが深
まった。」と答える児童８０％以上。

・授業中の、まとめや振り返りを書く活動を
充実させる。
・全職員が研究授業を公開するとともに、多
くの教科の授業で対話活動を設定する。

A

・昨年同様な制限がある学習活動の中で、全職員が研
究授業を公開し、研究協議を通してそれそれの指導力
を向上させることができた。また、多くの授業において、
児童の学びが深まるような伝え合う活動や振り返る活
動を充実させようと工夫していた。

A

・校内アンケートの「みんなで学び合うことで、よく
分かった、自分の考えが深まった。」と答える児童
８７％だった。校内研究として取り組んできた、他
者との対話を通して協働して課題を解決する活動
の成果が表れた。

A

・自分で考えたりグループで話し合ったりして意見
を出し合ったりしている姿を見て成長を感じまし
た。
・自分の意見を相手に分かりやすく伝える力を高
めることが必要である。

学びづくり部会

●児童が自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

●道徳に関するアンケート「ぽかぽか言
葉を使って友達と仲良くしていますか」の
質問で、８０％以上の児童が肯定的な回
答をする。

・人権週間や道徳の授業実践において、児
童が人としての生き方を考えるきっかけとな
る内容を盛り込む。
・友だちのよいところや頑張りを見つける活
動に取り組ませる。

B

・人権週間を設定し、県が作成している教材を用
いて全クラスが授業を行った。
・授業参観で道徳の授業を行い、家庭でも考えて
もらうきっかけとなるようにした。

B

・学校生活アンケートでは、友達と仲良く過ごしているの項目
で９０％以上の児童が肯定的な回答をしていた。
・友達のよさ見つけの活動に取り組み、掲示したり、発表をし
たりして相手に伝えていた。学年によっては同じクラスの児童
にだけでなく、異学年の相手に向けても行うことができた。

B

・人と人とのつながりは、まず、挨拶。自分から地
域の方へ挨拶ができるようになってほしい。
・感染症による長期にわたる制限のため子どもた
ちは不自由な思いをしている。徐々に自由な生
活、交流の機会を取り戻してほしい。

心づくり部会

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

●いじめの早期発見、早期対応につい
て組織的対応ができていると回答した教
師８０％以上。

・気になる児童の様子やいじめの対応に
ついて、事例研修等を含めた研修や会
議を毎学期行い、いじめに対する職員
の意識や組織力を高める。

B

・毎週、生徒指導担当を中心に、問題事案についての
報告・共有を行い、対応について検討している。
・毎月、いじめに関するアンケートを取り、管理職や関
係学年等で情報共有することでいじめの未然防止に努
めている。

B

・問題事案の対応にあたっては、同学年、管理職、生徒
指導担当などと連携しながら対応を行っている。また、
連絡会で情報共有を行い、対応を検討している。
・いじめの早期発見、早期対応について組織的対応が
できていると回答した教師８０％以上を達成することが
できた。

B

・いじめに対する各クラスでの情報入手を確実に
行う必要がある。
・豊かな心をもった先生に教育される生徒は、きっ
と豊かな心をもつ生徒に育つと思う。

心づくり部会

◎夢や目標を持ち、その実現に向けて
意欲的に取り組む児童を育成するため
の教育活動

◎「将来の夢や希望を持っている」と答
えた６年生児童８０％以上。

・行事や体験活動において、活動への見通
しを持たせたり、キャリアパスポート等を用
いて学びの振り返りを行わせたりする。
・児童生徒の、資質・能力を育む授業づくり
を行う。

B

・行事においては、それぞれの学年で練習や準備の見
通しをもたせたり、目標を立てさせたりした。また、行事
ごとにキャリアパスポート等を用いて、振り返りを行い、
成長したことを実感させたり、今後につなげていくような
声かけをしたりするようにした。

B

・「将来の夢や希望を持っている」と答えた児童８０％以
上を達成することができた。
・学年によっては、マナー教室で将来の夢について考え
させたり、ゲストティーチャーを招き夢についての授業を
行ったりした。

B

・将来、自分が何になりたいかについて、対話する
ことが必要だと思う。
・授業参観での将来の夢についての発表を聞い
て、
みんな、しっかりとした夢を持っていて、素晴らしい
なと感じた。

心づくり部会

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒80％以上。
●バランスのとれた食事が必要であると
考える児童80％以上。

・栄養教諭や養護教諭と連携し、望まし
い食習慣と食の自己管理能力について
の授業を全学年で行う。 B

・「とすっこチャレンジ」に全校で取り組み、バランスの取れた食事の大
切さについて考えることが出来た。
・給食の時間に栄養教諭が巡回し、食育の指導を行っている。
・給食委員会が、正しい箸の握り方の啓蒙を行ったり、完食への取り
組み習慣を設けたりした。
・授業については、まだ全学年取り組めてはいない。

A

・全学年で、望ましい食習慣塗色の自己管理について、学年段階に応じ
た授業を行ったり､「とすっこチャレンジ」に全校で取り組むことで、「健康
に食事は大切である」と考える児童が95％、「バランスの取れた食事が必
要である」と考える児童は96％と食に対する意識が高まった。
・給食週間に給食センターの紹介をしたり、防災給食の意味について家
庭への啓蒙を行ったりすることで、給食への理解を深めることができた。

A

・早寝、早起き、朝ごはんの習慣と三食ともきちん
と食べる習慣が身につくようにしてほしい。
・バランスのとれた食事が大切だという知識が身
についているのは良い。毎日、好き嫌いなく食べる
ことを実践していくことが必要である。

体づくり部会

○運動習慣の改善や定着化
○安全に関する資質・能力の育成

○授業以外で１日に30分間以上体を動かし
た児童の割合が７０％以上。
○ヘルメット所持点検・防犯ブザー所持点検
において、児童の着用率及び所持率90％以
上。

・体育委員会でスポーツ大会などを企画
する。
・毎月1回運営委員会児童が放送で全
校に呼びかけるとともに学期ごとにアン
ケートを集計する。

B

・体育委員会でドッヂビー大会を実施し、多く児童が参加し
た。また、多くの児童が外で遊んでいる。
・ヘルメットの着用率は88％、防犯ブザーの所持率は87％
で、いずれも90％に満たなかった。学校全体や学級におい
て、定期的に呼び掛けをして、90％以上を目指すようにした
い。

A

・休み時間には多くの児童が外で遊んでいて、授業以外で１日に３０分以上体
を動かしている児童が８２％だった。
・ヘルメットの着用率は96％，防犯ブザーの所持率も90％で，いずれも目標の
90％を超えた。ただ，防犯ブザーについては，所持率は90％であったが，電池
が消耗していて機能していない児童もいた。機能している率は86.5％だった。前
回同様，定期的に呼び掛けを続けるとともに，所持だけでなく機能するかどうか
も確認するようにしたい。

A

・昼休みの元気な様子をみていると、学年関係なく
ボール遊びなどをしていて、健康な体と心が育っ
ていると感じた。
・ヘルメット着用も防犯ブザーも目標を達成できて
いるのは良い。今後も声掛けを続けてほしい。

体づくり部会

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日を設定し守る。
・行事や会議の精選・効率化、時間短縮を
進める。
・校務分掌の見直しを進め、職員の仕事分
担の平準化を目指す。

B

・定時退勤日については、退勤時刻を意識し、他の日よりも早く退勤
することができるようになってきた。
・運動会や集会行事の効率化や会議の時間短縮等は進めることがで
きている。さらに放課後の事務作業の時間確保に努めたい。
・校務分掌内における協力体制ができているが、まだ、担当する業務
の量に偏りが見られる。

B

・7月以降は、ほとんどの職員が時間外在校等時間の上限を遵守す
ることができた。年度当初の業務や会議を効率化・精選していくこと
が今後の課題である。
・来年度に向けて校時表の見直しに取り組み、改善することができ
た。
・アンケート等をICT化することにより、配布・回収・集計といった業務
の削減をすることができた。

B

・日々の業務、お疲れ様。保護者、PTA側が協力
できることがあれば、知らせてほしい。
・将来なりたい職業のベスト５に、以前は教職員が
入っていた。現在は、なりて不足が否めないため、
働き方改革が先生方にも必要だと思う。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の
授業公開学級率８０％以上。
★保護者等に対する教科「日本語」に係る
情報を年間１回以上公開した学級率８０％
以上。

・授業参観日における教科「日本語」の
授業を全学年で公開する。
・学級だより等を通じて教科「日本語」に
関する情報を公開する。

B

・今年度は、１０月までに全学級で教科「日本語」の授業を公
開することができた。
・教科「日本語」に関する情報を、これまでに１回以上発信し
た学級はおよそ７０％で、８０％に近づけるよう努力している。 A

・全学級で教科「日本語」の授業を公開することが
できた。
・教科「日本語」に関する情報は、すべての学級で
年間１回以上公開することができた。

B

・日本人の礼儀作法の素晴らしさは世界の話
題になっている。その基本は、日本語の教育
にあるのだと思う。しっかり、やってほしい。

学びづくり部会

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○毎学期、特別支援教育に関する研修会、
会議等を実施する。
○特別支援教育に関する啓発授業を含め、
障害者理解やUD教育を意識した授業をした
学級９０％以上。

・特別支援教育に関する研修会やケース会
議を通して、教員の専門性の向上を目指
す。
・学活や道徳の時間の中で、障害者理解や
UD教育を行い、児童相互理解を進める。

A

・研修会や支援会議、担任会議を実施したり、複
数で児童に対応したりするなどして教員の専門性
を高めることができた。
・交流学級全クラスで、児童理解授業を実施し、全
校児童への啓発をすることができた。

A

・障害のある子どもの学校生活支援事業巡回相談員派
遣を申請し、指導・助言を受けることにより指導の質の
向上を図った。
・特に配慮が必要な児童に関しては積極的にケース会
議を開き、児童に寄り添った対応の仕方を協議し実践
することができた。

A

・特別支援教育に関する研修等で、教員の見
識を高めるとともに、全校児童への啓発も行う
必要がある。
・児童の実態をきちんと把握することが必要。

心づくり部会

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校評価の重点取組の成果指標達成のため、３つの指導部会を中心に全職員で具体的な取組を進めることができた。指導部会での検討は、会議内容の精選や時間短縮につながった。職員分担の平準化、次年度への引継ぎにおいても効果的であったが、部長などの一部の職員
に業務が偏らないよう今後も見直しをして改善を図っていく必要がある。
・今年度も感染症対策のために学習活動や行事において制限を加えることがあった。今後は、アフターコロナを視野に入れながら、より充実した活動や行事の在り方について職員間で話し合いや工夫を重ねていく必要がある。
・学校評価としては、前年度同様もしくは前年度より下回る評価もあるが、より高い目標を掲げた結果であったり、同様の評価でも取組においては前進していたりで、成果目標はおおむね達成できたと考える。
・年間を通して、達成度がＢ評価の項目については、職員で知恵を出し合いながらより高い成果が出せるように推進していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・新型コロナウイルス感染症の流行が収まらないために、学習活動や行事において今年度も感染拡大防止のための制限が必要であった。より充実した活動や行事の在り方について職員間で話し合いや工夫を重ね、コロナ禍における取組としては、令和２年度よりも充実できたと考える。学校評価としては、前年度同様もしくは前

年度より下回る評価もあるが、より高い目標を掲げた結果であったり、同様の評価でも取組においては前進していたりで、成果目標はおおむね達成できたと考える。

・前年度は、校務分掌を部会制とした。その結果、職員間で校務分掌について共有化する機会が増えた。また、会議においては、部会での事前検討によって練り上げられた提案がされることで内容精選や時間短縮につながった。職員分担の平準化、次年度への引継ぎにおいても効果的であった。

・年間を通して、達成度がＢ評価だった項目については、職員で知恵を出し合いながらより高い成果が出せるように推進していきたい。

２　学校教育目標 「共に学び 心豊かに たくましく 生きる」児童の育成

３　本年度の重点目標

・主体的・対話的で深い学びへ向けた授業改善を図る。

・思いやりの心や豊かな心を基盤とした学校づくりを行う。

・特別支援教育において校内支援体制や個に応じた指導の充実を図る。

学校名 鳥栖市立田代小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


